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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第69期
第３四半期
累計期間

第70期
第３四半期
累計期間

第69期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（千円） 5,745,1395,645,3559,444,621

経常利益（千円） 62,215   27,903 738,131

四半期（当期）純利益（△は四半

期（当期）純損失）（千円）
△7,277   2,216 375,725

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 866,350 866,350 866,350

発行済株式総数（株） 5,205,0005,205,0005,205,000

純資産額（千円）   4,987,376  5,259,0395,377,039

総資産額（千円） 7,521,7067,819,3838,655,257

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（△は１株当たり四半期（当

期）純損失金額）（円）

△1.41 0.43 72.65

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 25.00

自己資本比率（％） 66.3 67.3 62.1

　

回次
第69期
第３四半期
会計期間

第70期
第３四半期
会計期間

会計期間

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
41.28 32.68
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　（注）１．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　２．第69期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　３．第70期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

　　　　４．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　　　　５．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ　

　　　　　　いては記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　　当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な　

　変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

　　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第３四半期累計期間における当社を取り巻く事業環境につきましては、年末に発生したトンネル天井板崩落事

故を契機として、インフラの安心・安全への要請が高まり、維持補修や震災復興、全国防災を含めた社会資本への投

資が見直されてきております。

当社の状況につきましては、港湾、ＲＣの大型案件を中心に受注の立ち上がりが早く、東日本大震災の影響などか

ら延期されてきた地中の案件にも動きがみられましたが、受注競争は、一段と激しさを増しております。

当社は、調査・点検業務、顧客への提案営業を積極的に進め、需要の掘り起こしに努めました結果、受注高は前年

同期に比べ722百万円増の7,841百万円となりました。売上高は5,645百万円、受注残高は同858百万円増の3,854百万

円となりました。

損益面では、売上高が第４四半期会計期間に偏る事業特性から、当第３四半期累計期間の経常利益は27百万円

（前年同期62百万円）となり、四半期純利益は２百万円（前年同期純損失７百万円）となりました。

　　セグメント別の概況は以下のとおりです。

港湾事業は、大型工事を中心に受注高は前年同期に比べ321百万円増の3,819百万円となりましたが、売上高は同

138百万円減の2,785百万円となりました。

地中事業につきましては、延期されていた案件が出件し、受注高は同400百万円増の2,017百万円、売上高は同246

百万円増の1,336百万円となりました。

    陸上事業につきましては、昨年のような大型物件がなく、受注高は同449百万円減の966百万円、売上高は同280百

万円減の906百万円となりました。

    その他につきましては、ＲＣ関連の大型案件の受注などにより、受注高は同450百万円増の1,038百万円となり、売

上高は同72百万円増の617百万円となりました。

　　　　　 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

　　当第３四半期累計期間における研究開発費は、総額で121百万円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,020,000

計 19,020,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,205,000 　　5,205,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ　

（スタンダード）　

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

1,000株であります。

計 5,205,000 　5,205,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 5,205,000 － 866,350 － 753,385

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　　　　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　　　　　記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

　　　　　ります。

 

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －　

議決権制限株式（自己株式等） － － －　

議決権制限株式（その他） － － －　

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 34,000 － －　

完全議決権株式（その他） 普通株式　　5,132,000 5,132 －　

単元未満株式 普通株式　　　 39,000 － －　

発行済株式総数 5,205,000 － －

総株主の議決権 － 5,132 －

 

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ナカボーテック 東京都中央区新川2-5-2 34,000 － 34,000 0.65

計 － 34,000 － 34,000 0.65

 　　　 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成24年10月１日から平成24年

12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。　

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社はありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 629,362 603,942

受取手形 ※2
 527,756

※2
 554,772

完成工事未収入金 3,364,324 1,905,340

売掛金 580,742 427,837

商品及び製品 213,547 343,760

未成工事支出金 105,723 514,342

材料貯蔵品 64,807 102,282

繰延税金資産 160,480 160,480

関係会社預け金 2,038,519 2,204,016

その他 54,129 87,077

貸倒引当金 △1,341 △866

流動資産合計 7,738,050 6,902,985

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 210,674 204,673

その他（純額） 218,534 217,671

有形固定資産合計 429,208 422,344

無形固定資産 24,481 22,151

投資その他の資産

繰延税金資産 245,888 240,581

その他 226,165 240,194

貸倒引当金 △8,537 △8,874

投資その他の資産合計 463,516 471,902

固定資産合計 917,206 916,397

資産合計 8,655,257 7,819,383

負債の部

流動負債

支払手形 ※2
 1,160,331

※2
 843,878

工事未払金 429,040 416,793

買掛金 151,515 156,528

未成工事受入金 15,539 70,837

完成工事補償引当金 11,867 11,670

工事損失引当金 14,533 84,977

賞与引当金 270,000 120,000

役員賞与引当金 30,000 －

資産除去債務 － 1,200

その他 568,520 188,429

流動負債合計 2,651,347 1,894,315

固定負債

退職給付引当金 561,710 595,935

役員退職慰労引当金 39,345 45,327

資産除去債務 25,814 24,765

固定負債合計 626,870 666,029

負債合計 3,278,217 2,560,344
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 866,350 866,350

資本剰余金 753,385 753,385

利益剰余金 3,763,511 3,636,459

自己株式 △17,961 △18,494

株主資本合計 5,365,284 5,237,700

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 11,755 21,339

評価・換算差額等合計 11,755 21,339

純資産合計 5,377,039 5,259,039

負債純資産合計 8,655,257 7,819,383
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高

完成工事高 4,637,159 4,373,826

製品等売上高 1,107,980 1,271,529

売上高合計 ※
 5,745,139

※
 5,645,355

売上原価

完成工事原価 3,939,676 3,710,345

製品等売上原価 609,925 765,888

売上原価合計 4,549,601 4,476,233

売上総利益

完成工事総利益 697,483 663,481

製品等売上総利益 498,055 505,640

売上総利益合計 1,195,538 1,169,122

販売費及び一般管理費 1,162,168 1,172,410

営業利益又は営業損失（△） 33,370 △3,287

営業外収益

受取利息 15,693 16,747

その他 13,408 14,487

営業外収益合計 29,102 31,234

営業外費用

営業外費用合計 256 43

経常利益 62,215 27,903

特別損失

固定資産除却損 777 2,029

特別損失合計 777 2,029

税引前四半期純利益 61,438 25,873

法人税、住民税及び事業税 68,715 23,657

法人税等合計 68,715 23,657

四半期純利益又は四半期純損失（△） △7,277 2,216
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【会計方針の変更】

　　　（減価償却方法の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につい

て、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

　　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　（税金費用の計算）　

　税金費用につきましては、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

１　保証債務

　財形持家融資制度及び住宅資金斡旋制度に基づく従業員の銀行借入に対し、次のとおり保証を行っております。

前事業年度
（平成24年３月31日）

当第３四半期会計期間
（平成24年12月31日）

　 9,112千円 　 5,825千円

　

※２　四半期会計期間末日満期手形

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当四半期

会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末日残高に含ま

れております。

前事業年度
（平成24年３月31日）

当第３四半期会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形　 26,238千円 　 58,563千円

支払手形　 178,848千円 　 142,840千円

　

（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自  平

成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

※　当社の売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四半期会計期間に

集中していること、また、工事原価が第３四半期会計期間以降に多く発生する傾向があることにより、第１及び

第２四半期会計期間における売上高に比べ、第３及び第４四半期会計期間の売上高が多くなる傾向がありま

す。
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間

に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

 
前第３四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

減価償却費 55,392千円 52,288千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 155,144 30平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 129,267 25平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

港湾 地中 陸上 計

売上高 2,924,1021,090,4391,186,1665,200,708544,4315,745,139

セグメント利益又は損失(△) 488,611196,732515,1011,200,445△4,9061,195,538

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国際事業等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円） 　

利益 金額 　

報告セグメント計 1,200,445 　

「その他」の区分の利益又は損失（△） △4,906 　

全社費用（注） △1,162,168 　

四半期損益計算書の営業利益 33,370 　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

港湾 地中 陸上 計

売上高 2,785,2251,336,593906,1265,027,945617,4095,645,355

セグメント利益又は損失(△) 390,294356,576363,1641,110,03559,0861,169,122

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国際事業等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円） 　

利益 金額 　

報告セグメント計 1,110,035 　

「その他」の区分の利益又は損失（△） 59,086 　

全社費用（注） △1,172,410 　

四半期損益計算書の営業損失 3,287 　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
△1円41銭 0円43銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額

（△）（千円）
△7,277 2,216

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（千円）
△7,277 2,216

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,171 5,170

　（注）　１．前第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　　２．当第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ナカボーテック(E00260)

四半期報告書

15/16



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月12日

株式会社ナカボーテック

取締役会　御中

有　限　責　任　あ ず さ 監 査 法 人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小長谷　公一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中　井　 修 　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ナカボー

テックの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第70期事業年度の第３四半期会計期間（平成24年10月１日から

平成24年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナカボーテックの平成24年12月31日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上　

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告

書提出会社が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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